
 

 

 

 

 

 

 

始業式のお話 

 

 

   
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和8年１月9日 
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阿曽小学校 学校だより 
 

１月品格目標：礼儀 

 体育館に大型ストーブを設置して、始業式で次のお話をしました。 
 
これから新年のあいさつをしたいと思います。 
校長先生が「明けましておめでとうございます」というので、みなさんは、「おめでとうございま

す」と挨拶を返してください。「明けましておめでとうございます」「おめでとうございます」 
元気に皆さんと３学期のスタートが切れたことをとてもうれしく思います。 
さて、２学期の終業式でも言いましたが、皆さんには「あぞっこのこれだけは」が全員できるよう

になってほしいと思います。 
まず、『あ』は、なんでしたか？みんなでいいましょう。 
「あいさつは大きな声で元気よく」 
『そ』は、さんはい。 
「そろえるくつで心も整う」です。 
『つ』は、さんはい。 
「伝える言葉ていねいに」です。 
『こ』は、さんはい。 

「行動・集合５分前」 
 この４つを守って、みんなが気持ちよく過ごせる阿曽小学校にしましょう。 
さて、今日はみなさんと後出しじゃんけんをしたいと思います。「じゃんけんぽん」と言いながら校

長先生が出します。みなさんはその後に「ぽん」と言って手を出して校長先生に勝ってください。で
はやってみましょう。 
「じゃんけんぽん」 じゃあ連続でやります。５回続けて勝ってください。「じゃんけんぽん」・・・ 

全部勝てた人はてを挙げましょう。次は５回連続で負けてください。「じゃんけんぽん」・・・   
勝つのと負けるのとではどちらが難しかったですか？じゃんけんでわざと負けるのはなぜ難しい

のでしょうか。校長先生は２つの理由があると思います。１つは「いつもはやらないことだからです」
じゃんけんは普通、勝つことを考えますよね。負けることは考えないでしょう。だから難しいのです。
もう１つの理由は、何を出すか決める前に「一度相手のことを考えてから出さないといけないから」

ではないかと思います。「相手の立場になって考えること」は難しいことです。でも相手のことを考え
ずに好きなことを言っているとどうでしょう。友達はいなくなってしまいますね。「伝える言葉てい
ねいに」にもあるように３学期は今まで以上に周りの人の立場に立って考えながら行動してほしいと
思います。 

3学期は、1年間のまとめと次の学年への準備をする、とても大切な学期です。「今の学年で習った
こと」をしっかり身につけて次の学年に進学できるようにがんばりましょう。 

 
 その後、教室に帰り、友達や先生といろいろなお話をして過ごしました。 



新しいリーダーの活動が始まりました 

 

 

 

 

 

 

 

大きくなったかな 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

自分を磨いています 

 

 

 

 来年度、阿曽小学校の新リーダーとなる５年生の子どもたちが、学校をよりよくするための２つの

係活動を作り、取り組むこととなりました。一つはあいさつ運動をする係、もう一つは汚れていると
ころを掃除する係で、登校してからさわやかタイムまでの時間に活動します。さっそく９日（金）の
朝から、３人の５年生男子が正門で大きな声であいさつ運動をしてくれました。学校をよりよくする
ために自分たちは何ができるかを考え、自主的に活動しようという新リーダーとしての意識が芽生え
はじめていることに感心しました。がんばれ、新阿曽っ子リーダー！                    
  

 ３学期が始まり、２学期のはじめに比べてどれぐらい成長したか体重や身長を調べる身体測定を行
いました。また、３学期も元気に過ごすことができるようにと、養護の三浦先生が「かぜをよぼうし
よう」というタイトルの紙芝居を使って、風邪の予防について気を付けるポイントについて子ども達
にお話をしました。 
 まだまだインフルエンザA型は流行しており、B型の波もやってくるのではないかとも心配されて

います。「早寝・早起き・朝ご飯」に加えご家庭でもお気を付けいただきますようよろしくお願いしま
す。 
  

 たいへん寒い中、冷たい水を使いながら黙々とそうじに
取り組む阿曽っ子たちに元気をもらっています。３学期も

仲間と協力しながら「しんせつ玉」「みつけ玉」「ねばり玉」
を磨きながら掃除をすることで、しっかりと自分磨きをし
てほしいと願っています。 
 子どもたちのこのような力は、阿曽っ子の大きな強みだ
と思っております。 


